
高校生Yumeプロジェクトの活動について

住民の皆さんと生活支援コーディ

ネーターが一緒に作る第2層活動や

地域づくりの様子をご紹介します

お問合せは 狭山市社会福祉協議会 生活支援コーディネーターまで
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遅れ馳せながら。皆様、明けましておめでとうございます。どんな年末年始をお過ごしでした

か？私は年末に２回目のコロナになり、クリスマスから年末まで「隔離＝ひとりぼっち」の生活

でした。寂しいものでしたけど、周囲に感染させることなく人に迷惑を掛けなかった事が何より

の救いです。

さて、三年が経とうとしていますね。２０２０年のクルーズ船（名前覚えています？正解はコ

ラムの最後で）から始まった日本でのコロナ禍ですが、政府は２０２３年４月を目安に対コロナ

政策を大きく変えようと準備している様子です。イギリスなどは２０２２年１月のオミクロン株

系統への置き換わりを境に、その対策を緩和しましたので、日本は１年ほど遅れている印象です。

「やっと」ですね。これにより日本で未だに連日報道されている新規感染者数のカウントもなく

なるでしょうが、もちろんコロナがなくなるわけではありません。今でこそ「隠れコロナ」とい

う言葉があるものの、いずれ大多数が「隠れコロナ」となり、一定の数の感染者数を出しながら

風化していくのだと思います。ただ、皆様の感染症への意識って、このパンデミックで変わりま

したよね？コロナ前は多少咳している人がいたら「あら？大丈夫？」って声を掛けたりできまし

たけど、今は黙ってその人から離れたくなりませんか？当然の事です。「２類」「５類」という

型にはめた議論はあるものの、“石の上に三年座り続けた我々の意識”はそう簡単に変わるもので

はありません。コロナがなくならない以上、自身の健康管理と周囲への配慮を忘れずに、自身を

守る対策を続けていただきたいと思います。それは結局当初から変わらない事です。

皆様も三年も石の上に座っていれば、だいぶ足も痺れているはずです。立ち上がる時は急では

介護予防のためのカードゲーム作りを行う

「ゲームプロジェクト」でも、佳境を迎えよう

としています。カードのデザインやルール作り

に闘志を燃やしています。カード完成後は、

老人福祉センターやサロン、2層等で使ってみ

たいな、と考えています！

さやま生活支援コーディネーターニュース

地域の大人が高校生の夢を叶えるために応援する企画「高校生Yumeプロジェクト」は、コロナ禍

で思うように活動できず歯がゆい思いをした時期もありましたが、そんな中でも各プロジェクトごと

に着々と活動を進めていました。

共に高校生の夢を応援してくださる方は、狭山市社会福祉協議会へお問い合わせください。

なく、ゆっくりと周囲を見つつ、転んで怪我をしない

ように慎重に立ち上がりましょう。例えば「マスクを

する／しない」というルールでなく、周囲の状況を理

解しながらマナーや配慮を重視して行動していただく

と、社会全体の足が痺れず、きっと無事に石から立ち

上がれるはずです。今年一年が明るい方向へ向かう事

を切に祈ります。どうぞ今年もよろしくお願いします。

（５行目のクルーズ船の名前は「ダイアモンド・プリンセス号」でした）

狭山市をPRする映画を作る

「映画プロジェクト」では、コロナ禍で苦労し

ながら撮り終えた映像の編集も終盤に差し掛

かってきました。高校生たちは、編集ソフトを

使って着々と編集作業を進めています。

映画の初お披露目会となる４月の期末報告会

が待ち遠しいですね。

「地域の交流の場となるようなベンチを作ってみたい」

という一人の高校生の声から立ち上がりました。狭山台

１号公園に設置されているベンチの修繕に向けたフィール

ドワークや打合せを重ねた末、昨年１０月にベンチが生ま

れ変わりました。狭山台地区の２層「みま～も♡狭山台」

や株式会社松永塗装工業様のご協力のもと、高校生自らが

設計図やデザインについてアイデアを出し合い、ベンチの

解体やニス塗り、ビス止め等、全ての作業を行いました。

作業中は、公園を訪れた方々に関心を持っていただき、

高校生と話す場面も見受けられました。
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まちの縁側推進プロジェクト水富が水富地区に設置し
たベンチも３０カ所を超え、ベンチの存在をご存知の方、
「使っているよ」「ありがたいよ」と声をかけて下さる
方が沢山増えてきました。
設置したベンチは毎年メンテナンスし、地域住民が協

力し合って修繕や再塗装を行っています。
今年度新たにベンチを設置した笹井の「しむら」さん。

現在は毎週木曜日～日曜日の１１時～１７時３０分に開
店し、駄菓子やお惣菜を販売しています。放課後になる
と、授業の終わった子どもたちやお迎えの親御さんで大
賑わい。お店に置いてもらった縁側ベンチも、憩い・集
いの場所として大活躍しています。
まちに置かれた縁側ベンチに座ると、地域のみんなが

顔なじみになっていく。そんな素敵なまちづくりが、
今日も拡がっています。

市内で高齢者を狙った詐欺が急増しているため、百歳
体操で集まった皆さんに、堀兼・奥富・新狭山地域包括
支援センター堤所長より「実際に被害に遭われた方の体
験談」を話していただき、被害に遭わないためには、ど
んなことに気を付けたらいいかをお伝えしました。お話
の中で印象に残ったのは「詐欺をする人は、見た目は怖
い人ではなく『とっても優しくて、よくお話を聞いてく
れるいい人』にみえる人」ということです。騙されそう
で怖いですね。体験談を聞くことで、より身近に感じ、
自分の身に起きたら・・・と考えることができました。
これからも、より身近な情報の発信地としての活動も

していきたいと思います。
奥富地区の百歳体操はそろそろ６年！皆さんの弾ける

笑顔のような色のポロシャツを揃えました。心も体もイ
キイキ！楽しみながらパワーアップしています。

入間川茶べり場では、上諏訪と鵜ノ木で茶べり場サ
ロンを毎月開催しています。
最近のお気に入りは、「カーレット」という卓上

カーリングのゲームです。カーレットは、氷上のゲー
ムであるカーリングを、どこでも、どんな人でも気軽
に遊べるようにしたものです。最近狭山市でもカー
レット推進団体のもと、さまざまな場所で体験会が行
われています。
茶べり場サロンでも大人気で、参加者たちも大盛り

上がりでした。ストーンを滑らせるのにも強すぎず弱
すぎずのコツがいるので、皆さんいつの間にか真剣に
なってしまいます。相手のストーンを弾いて外に追い
やったときには歓声が上がっていました。ゲームを通
じて、体を動かし、お互いにコミュニケーションを図
ることで介護予防につながります。

話題がいろいろ、第２層活動！ 各地区での 活動を紹介します！

１２月２５日に柏原の「きのえね坂の家」で「しめ縄
づくり」を開催しました。
この日は、柏原公民館で毎年行われている「お米づく

り体験」で、田んぼで育てたお米の稲わらを使って手作
りのしめ縄づくりが行なわれました。松ぼっくりやキン
カン、稲穂に造花を使った洋風の飾りです。
子どもたちは、スタッフの協力も受けながら思い思い

に自分の飾りを作りました。子どもたちは、飾りを作り
終わると、手づくりの射的やけん玉、竹馬などを楽しみ
ました。

入曽交流センターのキッズルームを会場に毎月開催され
ている「子育てたっち」は、入曽地区に住む子育て家族の
憩いの場になっています。参加者は、ヨガ体験等の毎月
違った内容のイベントを心待ちにしている方やスタッフと
のおしゃべりを楽しみにされているリピーターの方など
様々です。
子育てたっちのスタッフ全員が「子育てしている全ての

人に優しい場所を作りたい！」という思いで活動をしてい
ますが、そんな思いが伝わったのか、コロナ禍で外出を控
えていたお母さんから「こんなに素敵な場所があったんだ
ね」とのお声をいただき、みんなでほっこりした瞬間があ
りました。
温かい場所が入曽地区で築かれています。

大人も夢中！
カーレットに大盛り上がり！

子どもたちの真剣に楽しむ姿に感動。

気軽に立ち寄ることのできる
身近な居場所。

誰が認知症でも、住み慣れた地域で
暮らせるように。

いつまでも元気に過ごせるような
身体づくりをみんなで！

世界アルツハイマーデーである９月２１日、富士
見公民館ホールを会場に、おたがいさま♡ふじみで
「認知症勉強会」を開催しました。
当日は、市役所職員や認知症地域支援推進員のほ

か、認知症当事者とその家族の体験談もあり、３１
名が参加しました。参加者からも「自分もいずれ認
知症になるのではないかと不安だったが、話を聞い
て安心した。」などの声をいただきました。
また、勉強会終了後、狭山市が発行している「認

知症サポートガイド」を勉強会に参加できなかった
近所の人に届けたいと、何部か持ち帰りした方もい
ました。
現在、認知症の更なる啓発活動につい

ても検討中です。認知症について地域で
考えるキッカケをつくれればと考えてい
ます。

たっちは全世代型！

イベント中に子どもを
見守るたっちのスタッフ。


